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去る9月7日（水）に3園交流の「消防署見学」で金武地区消防衛生組合

宜野座分遣所に伺いました。朝の雨で天候を心配していたのですが、到着時

には晴れ間があり、6名の消防士さんの対応でスムーズに見学をすることが

できました。

宜野座分遣所で見たり、消防車・救急車・通信室を案内してもらったり、

放水体験もしました。消防士になりたい子も多く出てきました。子ども達の

夢は、本当にどんどん広がりますね。

「消防士になるためには、いっぱい食べること、いっぱいお勉強すること、

いっぱい遊ぶこと、いっぱい眠ること、いっぱい鍛えること、お父さん・お

母さん・先生達の話をしっかり　聞くこと」と、消防士さんが教えてくれま

した。子ども達は、瞳をきらきらと輝かせて、消防士さんのお話を聞いてい

ました。

写真1　消防署見学の様子①

写真2　消防署見学の様子②
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去る9月9日（金）にiTかoレーション八〇一クの菖間由香

氏を講師にマナー講座を実施しました。

職場見学を前にマナーの基本である「あいさつ」の

仕方を教えていただきました。

マナーを身につけるためには、できる、できないで

はなく、実際に実践を繰り返すことが大切だというこ

とです。恥ずかしがらずに、自分からトライしてみる

ことが大切なんですね。

さらに、実際に職場見学に伺ったことを想定して、

自己紹介と名刺交換の仕方を実践しました。緊張の中

にも、何回か繰り返す中で、「できる」という自信を

得たようです。

マナーは大事にし、思いやりと感謝の気持ちを表す

ものです。ぜひ、この学びを日頃の学校生活の中でも

活かしてほしいと思いました。

写真3　マナー講座の様子

ヱナ二講座の内容

1　相手を大事にする（思いやり、感謝する）心

2　マナーの基本は「あいさつ」

竃明るく、元気よく

いつでも、どこでも、誰にでも

先に

続けよう

3　マナーを身につけるにはまず、実践すること

○できる・できないではなく、やるか・やらないか

4　自己紹介・名刺交換（実践）

※丁寧語・・・言葉の最後に「です・ます、ございます」

5　感謝の気持ちを大切にすること


